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水稲 
栽培型 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
      月・旬 

 作型名 
 

 １ 月      
 上中下 
 

 ２ 月      
 上中下 
 

 ３ 月      
 上中下 
 

 ４ 月      
 上中下 
 

 ５ 月      
 上中下 
 

 ６ 月      
 上中下 
 

 ７ 月      
 上中下 
 

 ８ 月      
 上中下 
 

 ９ 月      
 上中下 
 

 1 0 月      
 上中下 
 

 1 1 月      
 上中下 
 

 1 2 月      
 上中下 
 

 

 稚苗機械 

移植栽培 
 （追肥あり） 

 
 

○ ○◎  ◎ 
                 播   種   
  
 
 
 

田植え 
                       （苗箱）       追肥 

 基準収量：0.4t 
 

 粳：キヌヒカリ 
  

 
 対象土壌と施肥基準（㎏／10ａ） 
 
 土壌 

 
   灰 色 低 地 土                   
 

  
 

    
 

 土壌 
 

 育苗箱  ｇ／箱  

 
施    
 

肥    
 

基    
 

準    
 

 Ｎ 
 

Ｐ２Ｏ５ Ｋ２Ｏ 
 

 堆肥 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

  
 

 
 

 
施    
 

肥    
 

基    
 

準    
 

 Ｎ 
 

Ｐ２Ｏ５ Ｋ２Ｏ 
 

 

 基肥 
 

３ 
 

５ 
 

５ 
 

500 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 基肥 １ 1.5 １ 

 
追肥 ２ ２ ２  

 
    

計 １ 1.5 １ 
 計    
 

５ 
 

７ 
 

７ 
 

500 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 施用上の留意事項 
① 用水の水質状況に応じてＮを減肥する。 
② 土壌改良資材として、ケイカルを200～250㎏/10a施用する。  
③ 生わら施用の場合は、年内にすき込む。 

  ④ 育苗に市販用土を用いる場合はその使用法に従う。 
 
 



水稲 
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      月・旬 

 作型名 
 

 １ 月      
 上中下 
 

 ２ 月      
 上中下 
 

 ３ 月      
 上中下 
 

 ４ 月      
 上中下 
 

 ５ 月      
 上中下 
 

 ６ 月      
 上中下 
 

 ７ 月      
 上中下 
 

 ８ 月      
 上中下 
 

 ９ 月      
 上中下 
 

 1 0 月      
 上中下 
 

 1 1 月      
 上中下 
 

 1 2 月      
 上中下 
 

 

 稚苗機械 

移植栽培 

（追肥なし） 
 

 
 

○ ○◎  ◎ 
                 播   種   
  
 
 
 

田植え 
                        （苗箱）       

 基準収量：0.4t 
 

 粳：キヌヒカリ 
  

 
 対象土壌と施肥基準（㎏／10ａ） 
 
 土壌 

 
   灰 色 低 地 土                   
 

  
 

   
 

 土壌 
 

 育苗箱  ｇ／箱  

 
施    
 

肥    
 

基    
 

準    
 

 Ｎ 
 

Ｐ２Ｏ５ Ｋ２Ｏ 
 

 堆肥 
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準    
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Ｐ２Ｏ５ Ｋ２Ｏ 
 

 

 基肥 
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500 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 基肥 １ 1.5 １ 

 
    

 
    

計 １ 1.5 １ 
 計    
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500 
 

   
 

 
 

 
 

 
  

 施用上の留意事項 
  ① 用水の水質状況に応じてＮを減肥する。 
  ② 生育状況により必要があれば、穂肥としてＮを１～２㎏施用する。 
  ③ 土壌改良資材として、ケイカルを200～250㎏/10a施用する。  
  ④ 生わら施用の場合は、年内にすき込む。 
  ⑤ 育苗に市販用土を用いる場合はその使用法に従う。 
 
 
 
 
 


